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本校の実態
平成13年6月8日

8人の尊い命が失われ、児童、教員15人が負傷する事件が発生。
その後、命について考えることを通して…

平成21年2月

教育課程特例校の指定を受け，「安全科」が教育課程に位置づけられた。
 現在は年間15時間が配当されている。



本校の独自教科である
「安全科」の目標



活動の目的

①学校安全を研究している本校の特色を生かし
て、その成果を全国に発信していく。

➁独自教科「安全科」を生かして各学年網羅的に
学習を積み上げ、子供たちの資質・能力を育成す
る。



年間カリキュラム



活動の内容
「地震」について焦点化して取り組み各学年の
系統性を見直すと共に他教科との関連について
も整理した。

・カリキュラム検討
・育成したい資質・能力検討
＊他教科横断を意識して➡発信のために



活動の内容①
★カリキュラム検討

「地震」と一言でいっても時間的な捉え方をしてみると
以下のようになる。

・地震前（防災）・地震発生時　・地震後（減災）
備えや想定を発達段階を考慮し、どのように学び
「命を守る」ことにつなげていくか検討した。



各学年カリキュラム表（例）2年生



活動内容②
育成したい資質・能力を再検討



活動内容② 発達段階を考慮して



活動内容③ 他教科等横断
それだけでなく日常生活と…



全校で取り組むことである。学校としての方向性
を確認できる場として・・・

活動内容④
避難訓練に系統性を



活動内容④
避難訓練の子供の様子



～成果～

「地震」において
安全科の学習を

体系化できたこと
・カリキュラム整理

議題のページに戻る

育成したい子供の姿を
明確にすることができた

・資質・能力表の整理

教員と協働
全校生で共有する時間

学校として取り組む姿勢



～課題～

発信にまでは
至っていない

＊外部連携はできている

継続のシステムの構築



今後の展望
継続的なカリキュラム見直し等の
システムの構築

持続可能な「安全科」へ

他校への発信・協力校の依頼



ありがとう
ございます


